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救 急 隊救 助 隊消 防 隊

消防士は着ている服で役割が違います！

　救
助
要
請
が
多
い
当
管
内
に
お
い
て
は
、
複
数
発
生
し
た
救
助

事
案
に
対
応
し
、
よ
り
早
く
救
助
活
動
を
行
う
た
め
、
太
宰
府

消
防
署
に
お
い
て
特
務
警
防
救
助
隊
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
水
槽
付
ポ
ン
プ
自
動
車
が
、
水
槽
付
ポ
ン
プ

工
作
車
に
な
り
、
警
防
活
動
に
併
せ
て
積
載
さ
れ
た
救
助
資

機
材
を
使
用
し
て
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
夏
期
は
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
管
内
の

水
難
危
険
箇
所
の
巡
視
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

危
険
な
場
所
や
子
供
た
ち
だ
け
で
の
遊
泳
に
は

注
意
喚
起
を
行
い
、
中
止
を
お
願
い
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、管
内
の
河
川
及
び
ダ
ム
で
検
索
訓
練
、

水
面
救
出
、
ボ
ー
ト
操
船
等
の
訓
練
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
釣
り
等
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
中

止
又
は
移
動
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
管
内
の
巡
視
及
び
水
難
救
助
訓
練
へ
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　急
病
人
や
交
通
事
故
及
び
災
害
に

よ
る
け
が
人
な
ど
に
応
急
処
置
を
施

し
な
が
ら
病
院
に
搬
送
し
ま
す
。

　火
災
で
建
物
内
か
ら
逃
げ
遅
れ
た

人
、交
通
事
故
で
車
の
中
に
閉
じ
こ

め
ら
れ
た
人
、池
や
川
で
溺
れ
て
い

る
人
を
助
け
る
、人
命
救
助
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

　消
火
活
動
を
お
も
な
任
務
と
し
て

お
り
、火
災
現
場
に
い
ち
早
く
到
着

し
、消
火
活
動
や
救
出
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

こ
う
さ
く
し
ゃ
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【備蓄の目安】
水：１日３L×３日分×人数
食料：１食分の食料×３回×３日×人数
【食料例】
・アルファ化米、乾麺
・レトルト食品
・缶詰
・菓子類
・栄養補助食品　　　　　　　など

ローリングストック法のすすめ

水難事故・熱中症に注意！
これからの季節は、水の事故や熱中症が発生しやすい時期となります。
これらの事故を未然に防ぐために、事故防止のポイントを押さえましょう！

水難事故のポイント 熱中症のポイント

①溺れないために
水に浮きやすいライフ
ジ ャ ケ ッ ト や マ リ ン
シューズを着用

①上手にエアコンを使いましょう
室内でも熱中症になることがあります。

③水分はこまめに補給
のどが渇く前に水分補給をしま
しょう。

②暑くなる日は要注意
梅雨明けで急に暑くなる日や夏の
猛暑日は要注意です。

④「おかしい」と思ったら病院へ
めまい、頭痛、吐き気など症状は様々です。
生命の危険になることもあります。

⑤周りの人にも気配りを
ご近所で声を掛け合うな
ど、周りの人の体調にも
気を配りましょう。

②もし溺れたときは
手足を大の字に広げて浮
いて待つ

③溺れた人を見かけたら
つかまったり、胸に抱えやすい
ものを投げ入れる（ペットボト
ルやクーラーボックス）

水難事故に遭遇したり、緊急を要する症状の場合は迷わず 119 番通報を！

近年、梅雨時期になると豪雨災害が発生しています。
住宅の浸水や土砂崩れなど様々です。
普段から災害に備えましょう。
今回は備蓄品（ストック）についてご紹介します。

普段から少し多めに食料品を買っておき、使った分をその都度
買い足していくことで、備蓄食料を一定に保つ方法。

風水害に備えましょう！
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総
務
省
消
防
庁
「
消
防
の
動
き
」
よ
り
抜
粋

枯
草
等
の
あ
る
、
火
災

が
起
き
や
す
い
場
所
で
の

た
き
火
は
し
な
い

た
ば
こ
等
の
火
は
必
ず
消

し
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と

た
き
火
を
行
う
際
は
、

そ
の
場
所
を
離
れ
ず
、

周
囲
の
可
燃
物
に
十
分

注
意
す
る

強
風
時
、
乾
燥
時
に
は

た
き
火
や
火
入
れ
は
行

わ
な
い

　
春
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
く
吹
き
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
条
件
が
そ
ろって
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
山
火
事
も
発
生
し
易
く
な
って

お
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
た
き
火
や
放
火
な
ど
の
人
為
的
な
要

因
が
多
く
な
って
い
ま
す
。

　
山
火
事
は
、
火
の
粉
が
飛
ぶ
こ
と
で
、
周
り
に
延
焼
し
や
す
く
、

規
模
が
大
き
く
な
る
火
災
で
す
。
山
の
中
で
は
火
を
使
用
し
な
い

等
、
一人
一人
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
！

　令
和
２
年
３
月
に
宝
満
山
に
て
、
山
林
防
火
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
山
林
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、
毎
年
秋
か
ら
春
に
か
け
て
林
野
火
災
が
多
発
す

る
時
期
に
、
入
山
者
の
多
い
場
所
に
林
野
火
災
防
止

標
識
を
掲
示
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

注意！煙をだすような火を使用する行為については、届け出等が必要
となる場合がありますので、消防署にご相談ください。

旧
規
格
消
火
器
は
2021
年
12
月
31
日
ま
で
！

チェック！

火災予防にご協力を！

　標
識
は
宝
満
山
の
他

に
、
天
拝
山
、
大
根
地

山
な
ど
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

　消
防
法
令
に
基
づ
い
て
消
火
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
建
物
等
で
、
2011
年
１

月
１
日
の
規
格
省
令
改
正
に
よ
り
既
に
型
式

が
失
効
し
て
い
る
消
火
器
を
継
続
的
に
設
置

で
き
る
の
は
2021
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

2022
年
１
月
１
日
以
降
は
、
型
式
が
失
効
し
た

消
火
器
の
設
置
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

計
画
的
な
交
換
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（抜粋：一般社団法人　日本消火器工業会）
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付
け
て
安
心
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

「
放
火
対
策
」は
万
全
で
す
か
？

放
火
さ
れ
な
い
た
め
に
は・・・

・ 「
可
燃
物
を
放
置
し
な
い
！
」

・ 「
死
角
を
つ
く
ら
な
い
！
」

・ 「
暗
が
り
を
つ
く
ら
な
い
！
」

　 

環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
‼

　
毎
年
多
く
の
方
が
、
住
宅
火
災
で
命
を
落
と
し

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
就
寝
時
間
帯
の
火
災
で

多
く
の
死
者
が
発
生
し
、
そ
の
約
半
数
が
逃
げ
遅

れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
令
和
２
年
度
も
、
管
内
の
戸
別
住
宅
を
調
査
及

び
設
置
促
進
に
努
め
ま
す
。
設
置
率
100
％
を
目
指

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

令和元年中の火災死者数

住宅火災

63.7％

その他
20.2％

住宅以外の
建物火災
16.1％

総死者数

1,110人【総務省消防庁（火災統計）
より抜粋】

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
必
ず
中
身
の
ガ
ス
を

　使
い
切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
！

「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
」
と
音
が
し
た
ら
・
・
・

捨
て
る
時
は
振
っ
て
確
認
を
！

ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
を
使
っ
て
中
身
を
出
し
切
る
！

ガ
ス
が
無
く
な
る
ま
で
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
！

も
し
ガ
ス
が
残
っ
た
ま
ま

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
捨
て
て
し
ま
う
と・・・

ご
み
収
集
車
や
ご
み
処
理
施
設
で

火
災
が
発
生
し
、作
業
員
が
ケ
ガ
を

し
た
り
焼
却
炉
の
破
損
に
繋
が
り
、

大
変
危
険
で
す
！

ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
が
な
い
場
合
は
、
ス
プ

レ
ー
ボ
タ
ン
を
押
し
て
完
全
に
出
し
切
っ
て
く

だ
さ
い
。

※

火
気
の
な
い
、
風
通
し
の
良
い
屋
外
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【日本ガス石油機器工業会パンフレットから引用】

お

知

ら

せ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
各
講
習
が
中
止
、延
期
又
は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
当
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
防
火
管
理
講
習

　

甲
種
防
火
管
理(

新
規)

講
習　

消
防
本
部
主
催

　
　

期
日　
　
　

未
定

　
　

講
習
会
場　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　

定
員　

70
名 

　

乙
種
防
火
管
理
講
習　

消
防
本
部
主
催

　
　

期
日　
　
　

未
定

　
　

講
習
会
場　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　

定
員　

70
名

　

甲
種
防
火
管
理(

再)

講
習　

消
防
本
部
主
催

　
　

期
日　
　
　

未
定

　
　

講
習
会
場　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　

定
員　

70
名

　

〇
各
種
講
習
を
開
催
す
る
場
合
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会(

乙
種
４
類)

　
　

期
日　
　
　

令
和
２
年
10
月
３
日 (

土)

予
定

　
　

講
習
会
場　

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

　

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験(

全
種
類)

　
　

期
日　
　
　

令
和
２
年
10
月
25
日 (

日)

　
　

試
験
会
場　

福
岡
地
区
会
場　

九
州
産
業
大
学

★
救
命
講
習
　

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ(

上
級
救
命
講
習
再
講
習
を
含
む)

　
　

第
１
回　
　

令
和
２
年
６
月 

27
日 (

土)

　
　

第
２
回　
　

令
和
２
年
７
月 

18
日 (

土)

　
　

第
３
回　
　

令
和
２
年
８
月 

22
日 (

土)

　
　

第
４
回　
　

令
和
３
年
２
月 

20
日 (

土)

　
　

講
習
会
場　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　

定
員　

30
名

　

上
級
救
命
講
習

　
　

期
日　
　
　

令
和
２
年
９
月
12
日 (

土)

　
　

講
習
会
場　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　

定
員　

30
名

　
ｅ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
応
普
通
救
講
習
Ⅰ(

普
通
救
命
講
習
Ⅰ・Ⅱ
再
講
習
含
む)

　
　

期
日　
　
　

奇
数
月
の
第
２
土
曜
日 (

１
月
の
み
最
終
土
曜
日)

　
　

講
習
会
場　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部　

定
員　

30
名

　
〇
当
面
の
間
、
全
て
の
救
命
講
習
の
受
付
を
中
止
し
て
い
ま
す
。
救
命
講
習

を
再
開
す
る
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
令
和
元
年
度
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況

　
　

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
も
の

　

〇
公
開
請
求
受
理
件
数 

６ 

件　

　
　

・
公
開
承
諾
件
数(

公
開)

１
件　

・
公
開
承
諾
件
数(

一
部
公
開) 

５
件

　
　

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
も
の

　

〇
開
示
請
求
件
数 

4
件　

開
示
件
数(

部
分
開
示) 

４
件
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【
消
防
広
報
】

２
０
２
０
年
６
月
１
日
発
行

発
行
日
 年
２
回
（
６
月
・
１
２
月
）

発
行
　
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
　
編
集
　
広
報
班

〒
8
1
8
-0
0
8
4
　

福
岡
県
筑
紫
野
市
針
摺
西
一
丁
目
1番
1号
    

T
E
L
 0
9
2
-9
2
4
-5
0
3
4

太

宰

府

消

防

署

長

表

彰

第
43
回
福
岡
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会

　令和元年１２月２２日（日）午前１０時
１０分頃、太宰府市内において、地域の餅
つきの最中、近所に住む８９歳の男性が餅
を食べた時に、喉に詰まらせて呼吸困難に
陥りました。参加していた塚本香織さんと
藤本麻衣さんが協力して「ハイムリック
法」を行い、男性の喉に詰まった餅を吐き
出させ、心肺停止に陥ることを防ぎまし
た。救急隊が現場に到着した時には、男性
は自力でしっかりと呼吸し、意識も回復し
ていました。
　２人はいずれも看護師ということで、迅
速かつ、冷静な処置に対し、感謝状を授与
しました。

　令和２年３月２５日（水）に第４３回福岡

県消防職員意見発表会が行われました。筑紫

野太宰府消防本部から平城孝一消防士長が出

場しました。意見発表会とは「消防防災に関

するもの」をテーマに福岡県内２４消防本部

より選出された代表者１名が５分以内で弁論

を行い競うものです。平城消防士長は「繋い

でいく」という題目で、発表を行いました。

　
救
急
車
の
利
用
は
全
国
的
に
左
図
の
と
お
り
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
救
急
件
数
の
増
加
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
入
院
を
必
要
と
し
な

い
軽
症
の
方
々
が
要
請
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
「
病
院

ま
で
の
交
通
手
段
が
な
い
」
「
明
日
入
院
予
定
だ
か
ら
」
な
ど
、
安

易
に
救
急
車
を
呼
ぶ
人
が
増
え
る
と
、
本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
場

所
へ
の
到
着
が
遅
れ
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
り
ま
す
。

　
＃
７
１
１
９
を
活
用
し
て
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

総務省消防庁　救急車の適正利用から引用

筑紫野太宰府消防本部 Click！⬅

藤本　麻衣さん
ふじもと　　ま　い

塚本　香織さん
つかもと　　かおり

6


